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は
じ
め
に

　

清
の
王
漁
洋
（
一
六
三
四
〜
一
七
一
一
）
の
『
古
夫
于
亭
雑
録
』

巻
二
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

①
〔
宋
景
文
〕
又
云
、「
左
太
冲
『
振
衣
千
仭
岡
、濯
足
万
里
流
』、

不
減
嵆
叔
夜
『
手
揮
五
絃
、目
送
飛
鴻
』」。
愚
按
、左
語
豪
矣
、

然
他
人
可
到
、嵆
語
妙
在
象
外
。六
朝
人
詩
如「
池
塘
生
春
草
」、

「
清
暉
能
娯
人
」、
及
謝
朓
・
何
遜
佳
句
多
此
類
。
読
者
当
以
神

会
、庶
幾
遇
之
。
顧
長
康
云
、「『
手
揮
五
絃
』易
、『
目
送
帰
鴻
』

難
」。
兼
可
以
悟
画
理
。

（
又
た
云
ふ
、「
左
太
冲
の
『
衣
を
振
ふ　

千
仭
の
岡
、
足
を

濯
ふ　

万
里
の
流
れ
』
は
、
嵆
叔
夜
の
『
手
は
五
絃
を
揮
ひ
、

目
は
飛
鴻
を
送
る
』
に
減
ぜ
ず
」
と
。
愚
按
ず
る
に
、
左
の
語

は
豪
な
り
、
然
れ
ど
も　

他
人
も
到
る
べ
し
、
嵆
の
語
の
妙
は

象
外
に
在
り
。
六
朝
の
人
の
詩
の
「
池
塘　

春
草
生
ず
」、「
清

暉　

能
く
人
を
娯
し
ま
し
む
」、
及
び
謝
朓
・
何
遜
の
佳
句
の

如
き
は
此
の
類
多
し
。
読
む
者
は
当
に
神
を
以
て
会
す
べ
く
ん

ば
、
之
れ
に
遇
ふ
に
庶
幾
か
ら
ん
。
顧
長
康
云
ふ
、「『
手
は
五

絃
を
揮
ふ
』
は
易
し
、『
目
は
帰
鴻
を
送
る
』
は
難
し
」
と
。

兼
ね
て
以
て
画
理
を
悟
る
べ
し
）。

　

王
漁
洋
は
そ
の
詩
論
に
お
い
て
「
神
韻
」
を
提
唱
し
た
。
彼
の
言

う
「
神
韻
」
は
、
徹
底
的
に
練
り
こ
ま
れ
た
措
辞
に
よ
っ
て
読
者
に

興
趣
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
作
品
を
い
う
。
そ
れ
は
、
縁
情
・
言
志
よ

り
は
む
し
ろ
修
辞
に
重
点
を
置
い
た
詞
的
な
芸
術
志
向
型
の
作
品
で

あ（
1
）
る
。
次
の
文
章
は
、
そ
の
神
韻
の
特
徴
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

②
趙
子
固
梅
詩
云
、「
黄
昏
時
候
朦
朧
月
、
清
浅
渓
山
長
短
橋
。

忽
覚
坐
来
春
盎
盎
、
因
思
行
過
雨
瀟
瀟
」。
雖
不
及
和
靖
、
亦

甚
得
梅
花
之
神
韻
（
王
漁
洋
『
居
易
録
』
巻
六
）。

（
趙
子
固
の
梅
の
詩
に
云
ふ
、「
黄
昏
の
時
候　

朦
朧
の
月
、

清
浅
の
渓
山　

長
短
の
橋
。
忽
ち
覚
ゆ
坐
来　

春
盎
盎
た
る
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を
、
因
っ
て
思
ふ　

行
き
過
ぐ　

雨
瀟
瀟
た
る
を
」
と
。
和
靖

〔
林
逋
〕
に
及
ば
ず
と
雖
も
、
亦
た
甚
だ
梅
花
の
神
韻
を
得
た

り
）。

　

②
の
趙
子
固
の
詩
は
題
画
詩
で
あ
り
、
宋
・
周
密
『
癸
辛
雑
識
』

前
集
に
見
え
る
。「
黄
昏
（
双
声
）」・「
朦
朧
（
畳
韻
）」・「
盎
盎
」・

「
瀟
瀟
」
な
ど
の
音
声
的
要
素
の
強
い
畳
字
で
句
中
対
や
対
句
を
作

り
、「
清
浅
」・「
長
短
」
な
ど
程
度
・
距
離
を
伝
え
る
の
に
視
覚
的

要
素
の
強
い
複
合
語
を
句
中
対
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
読
手
の
イ
メ

ー
ジ
を
助
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、初
め
二
句
の
「
黄
昏
」
と
「
清
浅
」

の
対
句
は
宋
・
林
和
靖
の
「
疏
影
横
斜
し
て
水
清
浅
、
暗
香
浮
動
し

て
月
黄
昏
」（「
山
園
小
梅
」詩
）を
意
識
し
た
措
辞
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
趙
子
固
の
詩
に
お
い
て
も
、月
光
に
照
ら
さ
れ
る「
疏

影
」
が
、
雨
の
降
り
や
ん
だ
後
の
盎
盎
た
る
春
の
気
に
ひ
そ
か
に
香

る
「
暗
香
」
が
想
見
さ
れ
る
。
語
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
駆
使
し
て
梅

の
姿
を
象
徴
的
に
描
き
出
し
、
聴
覚
的
に
も
視
覚
的
に
も
人
の
興
趣

を
引
く
巧
み
な
措
辞
で
あ
る
。
こ
れ
が
漁
洋
の
所
謂
「
神
韻
」
を
得

た
詩
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
言
葉
に

つ
い
て
の
知
識
、
即
ち
「
学
問
」
や
「
素
養
」
と
、
そ
れ
を
駆
使
す

る
「
才
能
」
が
必
要
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
①
に
見
え
る
六
朝
の
人
の
詩
は
「
当
に
神
を
以
て
会
す

べ
し
」
と
い
う
の
も
、
単
純
に
「
心
」
や
「
情
」
に
よ
っ
て
詩
を
理

解
せ
よ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
巧
み
な
措
辞
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

「
神
」
な
る
表
現
に
留
意
し
て
詩
を
解
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
や
は
り
、
読
者
も
作
者
と
同
等
の
「
学
問
」
と
「
才

能
」
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

一
般
的
に
修
辞
主
義
に
傾
い
た
と
い
わ
れ
る
六
朝
の
詩
に
、
芸
術

を
志
向
す
る
「
神
韻
」
が
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
の
は
至
極
自
然
な
こ

と
と
い
え
る
。
①
に
詩
や
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
謝
霊
運
や
謝
朓

ら
も
、
と
り
わ
け
「
修
辞
に
関
心
を
も
っ
た
表
現
派
の
詩
人
た
ち
」

と
さ
れ
て
い（
2
）
る
。
漁
洋
の
「
神
韻
」
と
六
朝
詩
と
の
関
連
性
は
決
し

て
弱
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
漁
洋
の
実
作
や
唐
詩
・
明
詩
の

「
神
韻
」
を
論
じ
た
も
の
は
あ
る
の
に
、
六
朝
詩
の
「
神
韻
」
を
具

体
的
に
論
じ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
①
に
挙
げ
ら
れ
た
詩

句
の
う
ち
、
特
に
従
来
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
批
評
資
料
も
豊

富
な
謝
霊
運
の
「
池
塘
生
春
草
」（「
登
池
上
楼
」、『
文
選
』
巻
二
十

二
）
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、
①
に
お
い
て
こ
の
句
の
導
入
と
な
っ
た

嵆
康
の
詩
に
も
言
及
し
、
六
朝
詩
の
「
神
韻
」
を
論
じ
て
み
た
い
。

な
お
、「
清
暉
能
娯
人
」（
謝
霊
運
「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作
」
同
上
）

に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
、
別
の
機
会
に
考
察
を
加
え
た
い
。

一
、
日
に
鍛
へ
月
に
錬
り
然
る
後
に
洞
暁
す
れ
ば
味
ひ
有
る

を
覚
え
ん
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「
池
塘
生
春
草
」
は
、
そ
の
句
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
故
事
に
よ
っ

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
謝
霊
運
は
従
弟
の
謝
恵
連
に
会
う
と
、
い
つ

も
良
い
句
が
得
ら
れ
た
。
う
ま
く
詩
が
で
き
ず
に
悩
ん
で
い
た
時
の

こ
と
、
夢
に
恵
連
に
会
っ
て
、「
池
塘
生
春
草
」
の
句
が
で
き
た
。

そ
の
た
め
、
霊
運
は
「
こ
の
句
は
神
助
に
よ
る
も
の
で
、
わ
が
言
葉

で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い（
3
）
た
。
こ
う
し
た
神
秘
的
な
話
が
あ
る
た
め

か
、
後
の
詩
評
に
お
い
て
は
謝
霊
運
の
こ
の
句
が
間
々
と
り
あ
げ
ら

れ
る
。　

　

ま
ず
論
点
に
な
る
の
が
そ
の
妙
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
で
あ
る
。

王
安
石
が
こ
の
句
は
「
神
助
」
に
よ
る
も
の
で
、
妙
意
が
あ
る
と
認

め
て
か
ら
、「
池
塘
生
春
草
」
の
そ
の
後
の
地
位
は
確
定
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
妙
意
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
李
元
膺
は
な
ぜ
こ
の
句
が
優
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

と
し
、
釈
恵
洪
は
こ
の
句
に
妙
意
を
見
る
か
否
か
に
拘
泥
す
る
よ
り

も
、
こ
の
句
を
生
み
だ
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
謝
霊
運
の
恵
連
に
対

す
る
「
情
意
」
を
こ
そ
論
ず
べ
き
だ
と
い（
4
）
う
。

　

右
の
評
論
は
、
句
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
句
に
ま
つ
わ
る
故
事

に
重
点
を
置
い
て
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
句
そ
の
も
の
に

つ
い
て
論
じ
る
も
の
も
現
れ
て
く
る
。

③
「
池
塘
生
春
草
、
園
柳
変
鳴
禽
」、
世
多
不
解
此
語
為
工
。
蓋

欲
以
奇
求
之
耳
。
此
語
之
工
、
正
在
無
所
用
意
。
猝
然
与
景
相

遇
、借
以
成
章
、不
仮
縄
削
。
故
非
常
情
所
能
到
。
詩
家
妙
処
、

当
須
以
此
為
根
本
。
而
思
苦
言
難
者
、
往
往
不
悟
（
宋
・
葉
夢

得
『
石
林
詩
話
』
巻
中
）。

（「
池
塘　

春
草
生
じ
、
園
柳　

鳴
禽
変
ず
」、
世　

多
く
此
の

語
の
工
為
る
を
解
せ
ず
。
蓋
し
奇
を
以
て
之
れ
を
求
め
ん
と
欲

す
る
の
み
。
此
の
語
の
工
は
、
正
に
意
を
用
ふ
る
所
無
き
に
在

り
。
猝
然
と
し
て
景
と
相
遇
ひ
、
借
り
て
以
て
章
を
成
し
、
縄

削
に
仮
ら
ず
。
故
よ
り
常
情
の
能
く
到
る
所
に
非
ず
。
詩
家
の

妙
処
、
当
に
須
ら
く
此
れ
を
以
て
根
本
と
為
す
べ
し
。
而
し
て

思
ひ
苦
に
し
て
言
難
き
者
は
、
往
往
に
し
て
悟
ら
ず
）。

　
「
用
意
」、
即
ち
作
為
の
見
え
な
い
こ
と
が
優
れ
て
い
る
と
す
る
。

自
然
な
趣
を
尊
ぶ
の
は
、
詩
が
理
に
傾
い
た
宋
代
に
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
論
調
で
あ
る
。
③
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
池
塘
生
春
草
」
に

は
、「
思
苦
（
苦
心
）」
や
「
言
難
（
分
か
り
づ
ら
い
言
葉
）」
な
ど

見
え
ず
、
出
逢
っ
た
景
色
を
そ
の
ま
ま
切
り
と
っ
て
き
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
句
に
修
辞
的
な
技
巧
を
見
出
す
論
も
あ
る
。

④
晋
以
還
、方
有
佳
句
。
如
淵
明「
採
菊
東
籬
下
、悠
然
見
南
山
」、

謝
霊
運
「
池
塘
生
春
草
」
之
類
。
謝
所
以
不
及
陶
者
、
康
楽
之

詩
精
工
、
淵
明
之
詩
質
而
自
然
耳
（
宋
・
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』・

詩
評
）。
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（
晋
以
還
、
方
め
て
佳
句
有
り
。
淵
明
の
「
菊
を
採
る　

東
籬

の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」、
謝
霊
運
の
「
池
塘　

春

草
生
ず
」
の
如
き
の
類
な
り
。
謝
の
陶
に
及
ば
ざ
る
所
以
の
者

は
、
康
楽
の
詩
は
精
工
に
し
て
、
淵
明
の
詩
は
質
に
し
て
自
然

な
れ
ば
な
る
の
み
）。

　

④
の
論
旨
も
③
と
同
様
に
、
表
現
が
自
然
で
あ
る
こ
と
を
尊
ぶ
も

の
で
あ
る
。
共
に
佳
句
と
見
做
さ
れ
な
が
ら
も
、
謝
霊
運
が
陶
淵
明

に
及
ば
な
い
の
は
、
そ
の
句
が
「
自
然
」
で
は
な
く
「
精
工
」
で
あ

る
た
め
だ
と
い
う
。
④
は
「
池
塘
生
春
草
」
に
用
意
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
詩
評
を
承
け
て
、
謝
霊
運
が
こ
の
句
を
生
み
だ
す
た
め

に
苦
心
し
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
る
も
の
に
、
宋
・
曹
彦
約

の
「
池
塘
生
春
草
説
」（『
昌
谷
集
』
巻
十
六
）
が
あ
る
。

⑤
「
牂
羊
墳
首
、
三
星
在
霤マ

マ

」、
言
不
可
久
。
古
人
用
意
深
遠
、

言
語
簡
淡
。
必
日
鍛
月
錬
、
然
後
洞
暁
其
意
及
思
、
而
得
之
、

愈
覚
有
味
。
非
若
後
人
一
句
道
尽
也
。
晋
宋
間
詩
人
、
尚
有
古

意
。
謝
霊
運
「
池
塘
生
春
草
」
之
句
、
説
詩
者
多
不
見
其
妙
。

此
殆
未
嘗
作
詩
之
苦
耳
。
蓋
是
時
春
律
将
尽
、
夏
景
已
来
、
草

猶
旧
態
、
禽
已
新
声
。
所
以
先
得
変
夏
一
句
、
語
意
未
見
、
則

向
上
一
句
、
尤
更
難
著
。
及
乎
恵
連
入
夢
、
詩
意
感
懐
、
因
植

物
之
未
変
、
知
動
物
之
先
時
、
意
到
語
到
。
安
得
不
謂
之
妙
。

（「
牂
羊
墳
首
、
三
星　

霤
に
在
り
」
と
は
、
久
し
か
る
べ
か

ら
ざ
る
を
言
ふ
。古
人
の
用
意
は
深
遠
に
し
て
、言
語
は
簡
淡
。

必
ず
日
に
鍛
へ
月
に
錬
り
、
然
る
後
に
其
の
意
と
思
と
を
洞
暁

し
、
而
し
て
之
れ
を
得
な
ば
、
愈
い
よ
味
ひ
有
る
を
覚
え
ん
。

後
人
の
一
句
の
道
ひ
尽
く
す
が
若
き
に
非
ざ
る
な
り
。
晋
宋
の

間
の
詩
人
、尚
ほ
古
意
有
り
。
謝
霊
運
の「
池
塘　

春
草
生
ず
」

の
句
、
詩
を
説
く
者　

多
く
其
の
妙
を
見
ず
。
此
れ
殆
ど
未
だ

作
詩
の
苦
し
み
を
嘗
め
ざ
る
の
み
。
蓋
し
是
の
時　

春
律　

将

に
尽
き
ん
と
し
、
夏
景　

已
に
来
た
り
、
草　

猶
ほ
旧
態
、
禽

已
に
新
声
な
り
し
な
ら
ん
。
所ゆ

以え

に
先
づ
変
夏
の
一
句
を
得
た

る
も
、
語
意　

未
だ
見
ず
、
則
ち
向
上
の
一
句
、
尤
も
更
に
著

は
し
難
し
。
恵
連
の
夢
に
入
る
に
及
び
て
、
詩
意
感
懐
し
、
植

物
の
未
だ
変
ぜ
ざ
る
も
、
動
物
の
時
に
先
ん
ず
る
を
知
る
に
因

り
、
意
到
り
語
到
る
。
安
ん
ぞ
之
れ
を
妙
と
謂
は
ざ
る
を
得
ん

や
）。

　
「
牂
羊
墳
首
、
三
星
在
羀
」
は
、『
詩
経
』
小
雅
・
苕
之
華
の
句
で

あ
る
。
毛
伝
に
拠
れ
ば
、
幽
王
の
時
、
蛮
族
に
攻
め
ら
れ
、
周
王
朝

が
滅
び
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、

牝
羊
の
首
が
大
き
い
の
は
責
め
て
も
仕
方
が
な
い
、
同
様
に
周
室
を

再
興
せ
よ
と
責
め
て
も
詮
無
い
こ
と
。
三
星
（
心
宿
）
が
川
に
仕
掛

け
た
漁
具
に
映
っ
て
は
瞬
く
間
に
消
え
る
、
同
様
に
周
室
も
長
く
は
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も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⑤
は
、
伝
え
た
い
事
と
言
葉
に
よ

る
表
現
の
一
致
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
体
得
す
る
に
は

日
々
の
鍛
練
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。『
詩
経
』
が
社
会
的

意
義
を
含
む
の
と
は
「
意
思
」
の
次
元
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
謝

霊
運
の
句
も
容
易
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
春
夏
交
替
の

微
妙
な
一
コ
マ
を
写
し
だ
し
た
斬
新
な
表
現
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
殊
に
、「
必
日
鍛
月
錬
、
然
後
洞
暁
其
意
及
思
、
而
得
之
、
愈

覚
有
味
」
の
一
文
は
、
①
の
「
当
以
神
会
、
庶
幾
遇
之
」
と
相
通
じ

る
主
張
で
あ
る
。

　

清
の
王
夫
之
は
、
こ
の
句
を
景
情
一
致
の
例
と
し
て
と
り
あ
げ
、

『
詩
経
』
大
雅
・
抑
の
「
訏
謨
定
命
、
遠
猷
辰
告
（
訏お

お

い
に
謨は

か

り
て

命
を
定
め
、
遠
く
猷
り
て
辰と

き

に
告
ぐ
）」
の
意
を
ま
と
め
て
、「
国
政

を
担
う
こ
こ
ろ
ざ
し
」
を
描
出
し
た
も
の
と
す（
5
）

る
。

　

以
上
の
論
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
論
旨
の
是
非
は
措
く
と
し
て
、

「
池
塘
生
春
草
」
は
、
一
見
「
用
意
」
を
凝
ら
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、「
日
鍛
月
錬
」
し
た
「
精
工
」
な
詩
句
と
い
う
見
解
が
多

勢
を
占
め
て
い
た
。
③
が
主
張
す
る
よ
う
な
作
為
が
見
え
な
い
と
い

う
の
も
、
実
の
と
こ
ろ
工
夫
・
苦
吟
の
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

二
、
詩
中
に
お
け
る
特
異
性
と
は
た
ら
き

　
「
池
塘
生
春
草
」
は
、
そ
の
制
作
に
ま
つ
わ
る
故
事
も
相
俟
っ
て

か
、
し
ば
し
ば
評
論
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
各
論
に
よ
っ
て
、

こ
の
句
が
「
苦
吟
」
の
す
え
の
「
精
工
」
な
作
で
あ
る
と
見
做
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
こ
が
「
精
工
」

な
の
か
は
、
漠
然
と
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
。
⑤
が
次
句
と
の
影
響

関
係
を
説
き
、
作
詩
上
の
苦
心
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

結
局
③
の
巧
み
な
風
景
描
写
の
句
と
い
う
評
価
に
帰
着
す
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
巧
み
な
風
景
描
写
と
い
う
点
の
み
で
こ
の
句
を
論
じ

る
な
ら
、
④
の
よ
う
に
陶
淵
明
の
方
が
優
れ
る
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
宋
の
李
元
膺
が
他
の
句
に
比
し
て
ど
こ
が
優
れ
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
の
も
致
し
方
が
な
い
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
句
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
に
は
や
は
り
相
応
の

理
由
が
あ
る
。
王
夫
之
は
、こ
の
句
と
妙
意
が
通
じ
る
と
し
て
、『
詩

経
』
の
「
楊
柳
依
依
」
と
い
っ
た
句
を
挙
げ
る
。
こ
の
『
詩
経
』
の

句
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
た
だ
の
風
景
描
写
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
を
詠

っ
て
出
征
兵
士
を
労
う
と
い
う
背
景
が
あ
る
た
め
に
、
別
れ
の
場
面

で
の
悲
し
み
と
、
無
事
に
還
っ
て
く
る
こ
と
を
祈
る
思
い
を
添
え
る

舞
台
装
置
と
し
て
は
た
ら
い
て
い（
6
）
る
。
こ
の
句
が
詩
に
ど
の
よ
う
な

作
用
を
及
ぼ
し
、
ど
う
特
殊
な
の
か
は
、
詩
全
体
の
中
に
置
い
て
見

た
と
き
、
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
謝
霊
運

の
句
に
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
王
夫
之
は
次
の
よ
う
な
こ
と
も

言
っ
て
い
る
。
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⑥
始
終
五
転
折
、
融
成
一
片
。
天
与
造
之
、
神
与
運
之
。
嗚
呼
、

不
可
知
已
。「
池
塘
生
春
草
」、
且
従
上
下
前
後
左
右
看
取
、
風

日
雲
物
、
気
序
懐
抱
、
無
不
顕
者
。
較
「
胡
蝶
飛
南
園
」
之
僅

為
透
脱
語
、
尤
広
遠
而
微
至
（『
古
詩
評
選
』
巻
五
、「
登
池
上

楼
」
詩
評
）。

（
始
終　

五
た
び
転
折
し
、
融
し
て
一
片
と
成
る
。
天　

与た
め

に
之

れ
を
造
ら
し
め
、
神　

与
に
之
れ
を
運
ら
し
む
。
嗚
呼
、
知
る
べ

か
ら
ざ
る
の
み
。「
池
塘　

春
草
生
ず
」
す
ら
、
且
つ
上
下
前
後

左
右
従
り
看
取
す
れ
ば
、
風
日
雲
物
、
気
序
懐
抱
、
顕
か
な
ら
ざ

る
者
無
し
。「
胡
蝶　

南
園
に
飛
ぶ
」
の
僅
か
に
透
脱
の
語
を
為

す
の
み
な
る
に
較
ぶ
れ
ば
、
尤
も
広
遠
に
し
て
微
至
な
り
）。

　

こ
こ
に
見
え
る
「
神
」
は
、
対
に
な
っ
て
い
る
「
天
」
と
同
じ
く

超
自
然
的
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
神
助
」
と
同
様
の

一
種
の
「
ひ
ら
め
き
」
と
解
せ
る
。「
不
可
知
」
と
言
う
の
は
そ
の

た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
池
塘
生
春
草
」
の
一
句
は
、
上
下
前
後

左
右
か
ら
見
れ
ば
、
自
然
景
物
や
四
季
の
変
化
、
人
の
思
い
と
い
っ

た
も
の
ま
で
が
読
み
と
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、こ
の
句
が
単
に「
透

脱
語
（
い
か
に
も
自
然
ら
し
い
言
葉
）」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
更

に
「
広
遠
（
ひ
ろ
が
り
）」
と
「
微
至
（
繊
細
な
奥
ゆ
き
）」
を
具
え

て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
⑥
の
評
を
見
れ
ば
、「
池
塘
生
春
草
」
の

妙
を
知
る
に
は
、
句
の
上
下
前
後
左
右
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
句
を
詩
全
体
の
中
に
置
い
て
、
あ
ら
た
め
て
見
て

み
た
い
。

⑦
潜
虯
媚
幽
姿
、
飛
鴻
響
遠
音
。
薄
霄
愧
雲
浮
、
棲
川
怍
淵
沈
。

進
徳
智
所
拙
、
退
耕
力
不
任
。
徇
禄
反
窮
海
、
臥
痾
対
空
林
。

傾
耳
聆
波
瀾
、
挙
目
眺
嶇
嶔
。
初
景
革
緒
風
、
新
陽
改
故
陰
。

池
塘
生
春
草
、
園
柳
変
鳴
禽
。
祁
祁
傷
豳
歌
、
萋
萋
感
楚
吟
。

索
居
易
永
久
、
離
群
難
処
心
。
持
操
豈
独
古
、
無
悶
徴
在
今
。

（
潜
虯　

幽
姿
媚う

る
わし

く
、
飛
鴻　

遠
音
響
く
。
霄
に
薄
り
て
は

雲
の
浮
か
べ
る
に
愧
ぢ
、
川
に
棲
み
て
は
淵
の
沈
め
る
に
怍は

づ
。
進
徳
に
は
智
の
拙
き
所
、
退
耕
に
は
力　

任
へ
ず
。
禄
を

徇も
と

め
て
窮
海
に
反
り
、
痾
に
臥
し
て
空
林
に
対
す
。
耳
を
傾
け

て
波
瀾
を
聆
き
、
目
を
挙
げ
て
嶇
嶔
を
眺
む
。
初
景　

緒
風
を

革
め
、
新
陽　

故
陰
を
改
む
。
池
塘　

春
草
生
じ
、
園
柳　

鳴

禽
変
ず
。
祁
祁
と
し
て
豳
歌
を
傷
み
、
萋
萋
と
し
て
楚
吟
に
感

ず
。
索
居　

永
久
な
り
易
く
、
離
群　

心
を
処
き
難
し
。
操
を

持
す
る
は　

豈
に
独
り
古
へ
の
み
な
ら
ん
や
、
悶
え
無
き
は　

徴　

今
に
在
り
）。

　

詩
全
体
の
中
に
「
池
塘
生
春
草
」
の
二
句
を
置
く
こ
と
で
、
そ
の

特
異
性
が
際
立
っ
て
く
る
。「
潜
虯
」・「
進
徳
」・「
緒
風
」・「
祁
祁
」

な
ど
の
他
に
出
典
が
求
め
ら
れ
る
語
や
、「
怍
」・「
痾
」
と
い
っ
た
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簡
易
な
文
字
に
書
き
換
え
が
可
能
な（
7
）
語
の
用
い
ら
れ
る
中
で
、「
池

塘
生
春
草
」
の
二
句
は
、
そ
の
周
囲
を
か
こ
む
句
と
ち
が
っ
て
、
特

別
に
注
釈
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
語
が
見
当
た
ら
な
い
。
六
臣
注
を

見
れ
ば
、
ほ
か
の
句
に
は
出
典
・
語
釈
・
大
意
な
ど
が
見
え
る
が
、

「
池
塘
生
春
草
」
の
二
句
に
は
、劉
良
が
「
塘
、堤
也
。
鳴
禽
、鶯
也
」

と
注
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
「
潜
虯
」・「
飛
鴻
」
の
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
棲
川
」・「
薄
霄
」
の

句
に
対
応
し
、
こ
の
四
句
が
「
進
徳
」・「
退
耕
」
の
内
容
を
暗
示
す

る
な
ど
、
句
と
句
が
複
雑
で
連
鎖
的
な
つ
な
が
り
を
見
せ
る
な
か
、

「
池
塘
生
春
草
」
の
二
句
は
、
他
の
句
と
の
関
連
性
が
稀
薄
で
あ
る
。

一
応
、「
初
景
」・「
新
陽
」
の
二
句
と
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
描
写

す
る
点
に
関
係
を
見
出
せ
は
す
る
。
し
か
し
、「
潜
虯
」
等
の
句
の

よ
う
な
後
に
繋
が
る
暗
示
性
も
無
け
れ
ば
、
複
雑
な
連
続
性
も
無
い
。

前
後
の
句
が
、
陰
陽
説
や
『
詩
経
』・『
楚
辞
』
を
下
地
に
し
て
い

（
8
）
る
の
に
比
し
て
、
典
故
も
作
為
的
な
措
辞
も
何
ら
用
い
て
い
な
い
よ

う
に
見
え
る
。
詩
全
体
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
ま
る
で
「
池
塘
生
春
草
」

の
二
句
だ
け
が
、
他
の
句
と
架
け
橋
を
断
絶
さ
れ
た
絶
海
の
孤
島
で

あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
見
、
修
辞
を
放
棄
し
た
よ
う

に
見
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
句
の
特
異
性
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
修
辞
を
凝
ら
し
た
周
囲
の
句
と
比
し
て
異
質
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

謝
霊
運
を
し
て
「
我
が
語
に
非
ず
」
と
言
わ
し
め
た
の
で
あ
る
。
謝

霊
運
の
こ
の
語
は
、「
修
辞
を
凝
ら
し
た
い
つ
も
の
自
分
の
言
葉
と

は
思
え
な
い
」
と
い
う
意
識
か
ら
出
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、「
池
塘
生
春
草
」
の
二
句
が
真
に
優
れ
て
い
る
の
は
、

修
辞
が
凝
ら
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
用
意
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
た
句
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
諸
詩
論
が
述
べ
る
と
お
り
で
あ

る
。
ま
ず
、「
池
塘
」
の
語
で
あ
る
が
、
こ
の
語
を
登
場
さ
せ
る
こ

と
で
、
こ
の
詩
を
「
登
池
上
楼
」
の
詩
た
ら
し
め
て
い
る
。
こ
の
詩

に
は
、「
虯
」・「
窮
海
」・「
波
瀾
」
な
ど
水
に
関
係
す
る
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
語
だ
け
で
は
、そ
こ
が
「
池
の
ほ
と
り
」

で
あ
る
と
確
定
で
き
な
い
。
先
行
す
る
「
挙
目
」
の
句
と
こ
の
「
池

塘
」
の
語
が
登
場
し
て
は
じ
め
て
そ
こ
が
「
池
上
の
楼
」
で
あ
る
こ

と
が
確
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
作
品
が
「
池
上
の
楼
」
か

ら
の
風
景
を
詠
じ
、
そ
れ
を
軸
に
作
品
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
と
分

か
る
。
詩
題
と
の
調
和
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
詩
題
を
作
者
自
身

が
付
し
て
い
る
の
か
は
、
常
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
少
な
く
と
も
、
す
で
に
こ
の
詩
題
を
目
に
し
た
読
者
か
ら
す
れ

ば
、
詩
題
と
の
調
和
を
果
た
す
も
の
と
し
て
意
識
さ
せ
ら
れ
る
。
そ

れ
だ
け
の
力
を
こ
の
句
は
持
っ
て
い
る
。
こ
の
句
に
至
る
ま
で
は
象

徴
的
な
内
容
が
つ
づ
き
、
い
か
な
る
風
景
に
感
じ
て
作
詩
さ
れ
た
の

か
を
見
失
い
そ
う
に
な
る
が
、「
池
塘
」
の
句
が
象
徴
性
に
傾
い
た

詩
の
休
止
符
と
な
り
、
読
者
の
意
識
を
落
ち
着
か
せ
、
そ
の
詩
が
い
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か
な
る
風
景
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
知
覚
さ
せ
る
役
割
を
も
っ

て
い
る
。「
生
春
草
」
は
、
淮
南
王
劉
安
の
「
招
隠
士
」（『
楚
辞
』

所
収
）
の
「
王
孫
遊
び
て
帰
ら
ず
、
春
草
生
じ
て
萋
萋
た
り
」
を
踏

ま
え
た
も
の
で
、
同
じ
典
故
を
持
つ
「
萋
萋
感
楚
吟
」
句
を
無
理
な

く
引
き
だ
し
て
い
る
。
こ
の
萋
萋
と
し
て
春
草
生
ず
る
池
塘
の
景
色

は
、
憂
い
の
繁
茂
を
暗
示
し
た
も
の
と
し
て
も
読
み
と
れ（
9
）
る
。

　
「
園
柳
」
の
語
も
詩
題
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
こ
の
語
の
源
を

尋
ね
れ
ば
、「
古
詩
十
九
首
」（『
文
選
』
巻
二
十
九
）
に
行
き
つ
く
。

其
二
に
、「
青
青
河
畔
草
、
鬱
鬱
園
中
柳
。
盈
盈
楼
上
女
、
皎
皎
当

窓
牖
（
青
青
た
り　

河
畔
の
草
、
鬱
鬱
た
り　

園
中
の
柳
。
盈
盈
た

り　

楼
上
の
女
、
皎
皎
と
し
て
窓
牖
に
当
た
る
）」
と
あ
り
、
す
で

に
「
園
柳
」
と
言
え
ば
、
楼
閣
と
女
性
の
姿
が
想
起
さ
れ
る
。
女
性

の
イ
メ
ー
ジ
は
後
の
「
豳
歌
」
の
蘩
を
采
る
女
の
イ
メ
ー
ジ
に
繋
が

っ
て
い（
10
）
く
。「
変
鳴
禽
」
も
、
や
は
り
後
の
「
祁
祁
傷
豳
歌
」
に
対

応
し
て
い
る
。「
豳
歌
」
は
豳
風
・
七
月
を
指
す
。
そ
の
第
二
章
に
、

「
春
日
載
陽
、有
鳴
倉
庚
（
春
日　

載
ち
陽あ

た
たか
く
、鳴
く
倉
庚
有
り
）」

と
見
え
、
同
じ
章
に
、「
春
日　

遅
遅
た
り
、
蘩
を
采
る　

祁
祁
た

り
」と
あ
る
。「
倉
庚
」は
ウ
グ
イ
ス
の
こ
と
で
、劉
良
が「
鳴
禽
は
、

鶯
な
り
」
と
注
し
た
の
は
こ
れ
を
意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ

か
、
小
雅
・
出
車
の
第
六
章
に
も
、「
倉
庚
喈
喈
、
采
蘩
祁
祁
」
と

見
え
、「
鳴
禽
」
と
「
祁
祁
」
の
強
い
関
係
性
が
窺
え
る
。
こ
の
麗

ら
か
な
春
の
光
景
も
、
春
草
同
様
に
憂
い
を
引
き
だ
す
機
能
を
も
っ

て
い（
11
）
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、「
池
塘
生
春
草
」
の
二
句
は
、
一
見

な
ん
の
変
哲
も
な
い
語
で
あ
り
な
が
ら
、
実
は
緻
密
に
練
ら
れ
た
措

辞
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
当
に
神
を
以
て
会
す
べ
し
」
と
言
っ

た
王
漁
洋
も
、
こ
う
し
た
詩
句
を
尊
ん
で
い
る
。

⑧
作
詩
用
事
、
以
不
露
痕
跡
為
高
。
往
董
御
史
玉
虬
文
驥
、
外
遷

隴
右
道
、
留
別
予
輩
詩
云
、「
逐
臣
西
北
去
、
河
水
東
南
流
」。

初
謂
常
語
。
後
読
『
北
史
』、
魏
孝
武
帝
西
奔
宇
文
泰
、
循
河

西
行
、
流
涕
謂
梁
禦
曰
、「
此
水
東
流
、
而
朕
西
上
」。
乃
悟
董

語
本
此
、
深
歎
其
用
古
之
妙
（『
池
北
偶
談
』
巻
十
二
、「
用

事
」）。

（
作
詩
の
用
事
、
痕
跡
を
露
は
さ
ざ
る
を
以
て
高
し
と
為
す
。

往さ
き

に
董
御
史
玉
虬
文
驥
、
隴
右
道
に
外
遷
せ
し
と
き
、
予
が
輩

に
留
別
す
る
の
詩
に
云
ふ
、「
逐
臣
は
西
北
に
去
り
、
河
水
は

東
南
に
流
る
」
と
。
初
め
常
語
と
謂お

も

へ
り
。
後
に
『
北
史
』
を

読
め
ば
、
魏
の
孝
武
帝
西
の
か
た
宇
文
泰
に
奔
る
と
き
、
河
に

循
ひ
て
西
行
し
、
涕
を
流
し
て
梁
禦
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
此
の

水
は
東
流
す
る
に
、
而
る
に
朕
は
西
上
す
」
と
。
乃
ち
董
の
語

此
れ
に
本
づ
く
を
悟
り
、
深
く
其
の
用
古
の
妙
に
歎
ず
）。

　

謝
霊
運
の
「
池
塘
生
春
草
」
は
、平
生
の
言
葉
の
よ
う
に
見
え
て
、
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そ
の
実
、
典
故
を
交
え
な
が
ら
、
詩
全
体
の
調
和
を
も
意
識
し
た
措

辞
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
特
異
性
に
よ
っ
て
多
く
の
詩
評

家
の
興
趣
を
引
い
た
。
措
辞
に
用
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
人
の
興
趣
を

引
く
こ
と
を
旨
と
し
た
、
漁
洋
の
所
謂
「
神
韻
」
を
有
し
て
い
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、「
手
揮
五
絃
、
目
送
帰
鴻
」
に
つ
い
て

　

①
に
お
い
て
、「
池
塘
生
春
草
」
を
引
き
だ
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
嵆
康
の
句
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。
謝
霊
運
の
句
を
同
類
に

位
置
づ
け
て
い
る
か
ら
に
は
、
嵆
康
の
句
に
も
謝
霊
運
の
句
と
同
様

の
特
徴
が
見
い
だ
せ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
詩
全
体
を
挙

げ
る
。
詩
は
「
贈
秀
才
入
軍
」（『
文
選
』
巻
二
十
四
）
と
い
う
連
作

の
一
首
で
あ
る
。

⑨
息
徒
蘭
圃
、秣
馬
華
山
。
流
磻
平
皐
、垂
綸
長
川
。
目
送
帰
鴻
、

手
揮
五
絃
。
俯
仰
自
得
、游
心
泰
玄
。
嘉
彼
釣
叟
、得
魚
忘
筌
。

郢
人
逝
矣
、
誰
与
尽
言
。

（
徒
を
蘭
圃
に
息
は
し
め
、
馬
を
華
山
に
秣
ふ
。
磻
を
平
皐
に

流
し
、
綸
を
長
川
に
垂
る
。
目
は
帰
鴻
を
送
り
、
手
は
五
絃
を

揮
ふ
。
俯
仰　

自
得
し
、
心
を
泰
玄
に
游
ば
し
む
。
彼
の
釣
叟

の
、
魚
を
得
て
筌
を
忘
る
る
を
嘉
す
。
郢
人　

逝
き
ぬ
、
誰
れ

と
与
に
か
言
を
尽
く
さ
ん
）。

　

嵆
康
の
兄
公
穆
が
従
軍
す
る
際
に
贈
っ
た
詩
。
兄
は
従
軍
中
の
生

活
の
中
で
「
泰
〔
太
〕
玄
」
に
遊
心
し
て
「
彼
の
釣
叟
」
の
境
地
を

得
る
。
嵆
康
は
そ
れ
に
好
感
を
覚
え
、
心
を
通
い
合
わ
せ
ら
れ
る
人

の
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
。「
蘭
圃
」・「
秣

馬
」・「
垂
綸
」・「
太
玄
」
な
ど
放
逐
・
従
軍
・
道
家
的
と
い
っ
た
特

定
の
イ
メ
ー
ジ
を
含
ん
だ
語
や
、「
得
魚
忘
筌
」・「
郢
人
逝
矣
」
な

ど
の
『
荘
子
』
を
典
故
と
す
る（
12
）
句
の
間
に
あ
っ
て
、「
目
送
帰
鴻
、

手
揮
五
絃
」は
、と
り
わ
け
平
生
の
語
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
二
句
も
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
含
ん
だ
語
と
典
故
を

も
っ
て
い
る
。「
帰
鴻
」
は
、
漢
の
使
者
と
し
て
匈
奴
に
赴
い
た
蘇

武
が
そ
の
ま
ま
抑
留
さ
れ
た
時
、
雁
の
足
に
手
紙
を
結
ん
で
飛
ば

し
、そ
の
存
命
を
漢
に
報
せ
た
故
事
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
（『
漢
書
』

巻
五
十
四
・
蘇
武
伝
）。
従
っ
て
、
辺
塞
・
帰
思
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。「
五
絃
」
は
、
舜
が
五
絃
琴
を
弾
い
て
「
南
風
」
を
歌

っ
て
天
下
が
治
ま
っ
た
と
い
う
事
が
想
起
さ
れ
る
（『
淮
南
子
』
詮

言
訓
）。
因
っ
て
、
泰
平
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
ま
た
、
李
善
注
も

指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
手
揮
五
絃
」は
張
衡「
帰
田
賦
」（『
文

選
』
巻
十
五
）
の
「
弾
五
絃
之
妙
指
、
詠
周
孔
之
図
書
（
五
絃
の
妙

指
を
弾
じ
、周
孔
の
図
書
を
詠
ず
）」
を
意
識
し
て
い
る
。
こ
の
「
帰

田
賦
」
は
、「
逍
遥
聊
以
娯
情
（
逍
遥
と
し
て
聊
か
以
て
情
を
娯
し

ま
し
む
）」・「
仰
飛
繊
繳
、
俯
釣
長
流
（
仰
ぎ
て
繊
繳
を
飛
ば
し
、
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俯
し
て
長
流
に
釣
る
）」・「
苟
縦
心
於
物
外
、
安
知
栄
辱
之
所
如
（
苟

く
も
心
を
物
外
に
縦
に
せ
ば
、
安
ん
ぞ
栄
辱
の
如
く
所
を
知
ら
ん

や
）」
な
ど
、
嵆
康
詩
の
措
辞
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。「
帰
田

賦
」
の
こ
れ
ら
の
句
は
、「
五
絃
」
を
弾
じ
た
舜
・「
周
孔
（
周
公
・

孔
子
）」
な
ど
の
古
代
の
聖
賢
を
慕
い
、
俗
世
の
栄
辱
に
拘
ら
な
い

隠
逸
へ
の
憧
れ
が
込
め
ら
れ
て
い（
13
）
る
。
嵆
康
の
詩
は
こ
れ
ら
の
句
を

踏
襲
す
る
こ
と
で
、
従
軍
し
た
兄
の
心
情
や
性
格
ま
で
も
象
徴
的
に

表
現
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
そ
の
導
入
を
助
け
る
た
め
に

「
手
揮
五
絃
」
と
「
目
送
帰
鴻
」
が
あ
る
。
こ
の
二
句
を
詩
中
に
置

く
こ
と
で
、
蘇
武
の
故
事
と
「
帰
田
賦
」
と
を
意
識
さ
せ
、
暗
に
帰

思
と
隠
逸
の
気
分
を
強
調
し
て
い
る
。
詩
の
テ
ー
マ
と
の
調
和
を
も

た
ら
す
句
と
い
え
る
。
謝
霊
運
の「
池
塘
生
春
草
」の
句
と
同
じ
く
、

常
用
の
語
に
見
え
て
も
、
そ
の
実
、
緻
密
に
練
ら
れ
た
句
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
①
に
お
い
て
顧
愷
之
が
こ
の
二
句
を
画
材
と
し
た
と

き
、「
目
送
帰
鴻
」
の
ほ
う
が
難
し
い
と
し
て
い
る
の
は
、
顧
愷
之

が
人
の
体
よ
り
も
瞳
を
描
く
こ
と
に
苦
心
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
し

て
い（
14
）
る
の
で
あ
っ
て
、
詩
に
お
い
て
は
こ
の
二
句
に
優
劣
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
、
描
か
れ
る
人
の
感
情
や
表
情
、
雰

囲
気
を
決
定
す
る
の
が
瞳
や
視
線
で
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
容
易
に

描
け
る
も
の
で
は
な
く
、所
謂
「
象
外
の
妙
」
を
描
出
す
る
の
に
「
素

養
」
と
「
才
能
」
が
不
可
欠
で
あ
る
点
は
詩
と
共
通
す
る
。

お
わ
り
に

　
「
池
塘
生
春
草
」
は
、そ
の
制
作
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
相
俟
っ
て
、

早
く
か
ら
色
々
な
詩
評
家
た
ち
が
妙
を
論
じ
て
き
た
。
特
に
そ
の
句

の
み
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
た
た
め
に
、
却
っ
て
そ
の
妙
意
を
曖
昧
に

し
、
李
元
膺
の
よ
う
に
有
名
無
実
の
感
を
抱
く
も
の
ま
で
い
た
。
そ

の
主
な
理
由
は
、「
古
今
の
佳
句
、
此
の
一
聯
の
上
に
在
る
者
尚
ほ

多
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
の

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
③
が
言
う
よ
う
に
、
普
段
か
ら
話
し
て
い
る

よ
う
な
言
葉
で
つ
づ
ら
れ
た
自
然
な
語
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
王

漁
洋
は
こ
の
「
池
塘
生
春
草
」
に
「
神
韻
」
が
あ
る
と
見
做
し
て
い

た
。「
神
韻
」
と
は
、
用
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
措

辞
に
よ
っ
て
、
興
趣
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
は
た
ら
き
を
持
っ
た
詩
、

あ
る
い
は
、
作
詩
法
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
謝
霊
運
の
句
は
、
た
だ

風
景
を
述
べ
た
だ
け
の
単
純
な
語
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
し

て
、
こ
の
句
が
「
精
工
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
宋
代
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
句
の
妙
意
を
探
る
た
め
に
、
詩
全
体

を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
そ
の
句
が
ほ
か
の
句
と
比
し
て
ど
こ
が
特
別

な
の
か
、
詩
中
に
い
か
な
る
作
用
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
を
考
察

し
た
。
す
る
と
、
該
当
句
が
そ
の
詩
全
体
の
中
で
も
と
り
わ
け
尋
常
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の
語
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
ほ
か
の
句
よ

り
も
際
立
っ
て
見
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
該
当
句
を
丁

寧
に
調
べ
て
い
く
と
、
典
故
に
も
と
づ
い
た
表
現
が
な
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
他
の
句
と
も
調
和
が
と
れ
て
い
る
緻
密
な
措
辞
で
あ
っ

た
。
一
見
、
な
ん
の
変
哲
も
な
い
句
に
し
て
、
実
は
緻
密
に
練
り
あ

げ
ら
れ
た
句
を
漁
洋
は
尊
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
詩
句
は
、
②
に
挙
げ

ら
れ
た
「
神
韻
」
の
詩
と
、そ
の
特
徴
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
、「
池
塘
生
春
草
」
に
は
確
か
に
「
神
韻
」
あ
り
と
見
做
す

こ
と
が
で
き
、
そ
の
妙
意
は
こ
う
し
た
修
辞
性
に
あ
る
と
言
え
る
。

そ
の
作
品
に
施
さ
れ
た
修
辞
を
覚
る
こ
と
で
、
そ
の
味
わ
い
が
増
し

て
い
く
。
さ
り
げ
な
い
修
辞
に
気
が
つ
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
秘
奥

は
な
い
か
と
探
る
探
究
心
も
湧
い
て
く
る
。
人
の
興
趣
を
引
き
感
動

さ
せ
よ
う
と
す
る
詩
人
と
、
興
趣
を
引
か
れ
味
わ
い
を
求
め
る
読
者

と
の
間
で
知
的
興
趣
が
共
有
さ
れ
る
。「
神
韻
」
を
有
し
た
佳
句
を

佳
句
た
ら
し
め
る
理
由
は
、
さ
り
げ
な
い
言
葉
の
中
に
秘
め
ら
れ
て

い
る
。
当
に
神
を
以
て
会
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　　

注
（
1
）
王
漁
洋
の
「
神
韻
」
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
王
漁
洋
の
『
神
韻
』―

『
花
草
蒙
拾
』
に
見
え
る
史
達
祖
・
李
清
照
詞
を
中
心
に―

」（『
中
国
文

化
』
第
七
十
一
号
、
二
〇
一
三
）、
及
び
、「
王
漁
洋
の
『
神
韻
』
考―

陳
子
龍
の
詩
詞
を
中
心
に―

」（『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
３
２
』、
二
〇

一
三
）
を
参
照
。

（
2
）
鈴
木
修
次
・
高
木
正
一
・
前
野
直
彬
『
中
国
文
化
叢
書
５
・
文
学

史
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
八
）
Ⅲ
「
六
朝
文
学
論
」
１
「
詩
」（
中

村
嘉
弘
・
鈴
木
修
次
執
筆
）
を
参
照
。
当
該
書
は
、
そ
の
概
観
に
お
い

て
、
晋
の
太
康
時
代
以
降
、
文
学
の
担
い
手
は
貴
族
が
中
心
と
な
り
、

対
句
や
典
故
、
四
声
な
ど
の
音
声
美
に
関
心
を
寄
せ
、「
以
後
こ
の
時

期
に
表
れ
た
修
辞
主
義
が
詩
の
主
流
と
な
り
、
初
唐
に
至
る
ま
で
続
く

の
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

（
3
）
梁
・
鍾
嶸
『
詩
品
』
巻
中
・
宋
法
曹
参
軍
謝
恵
連
に
引
く
『
謝
氏
家

録
』
に
、「
康
楽
毎
対
恵
連
、
輒
得
佳
語
。
後
在
永
嘉
西
堂
思
詩
、
竟
日

不
就
。
寤
寐
間
、
忽
見
恵
連
、
即
成
『
池
塘
生
春
草
』。
故
嘗
云
、『
此

語
有
神
助
、
非
我
語
也
』（
康
楽　

恵
連
に
対
す
る
毎
に
、
輒
ち
佳
語

を
得
。
後　

永
嘉
の
西
堂
に
在
り
て
詩
を
思
ふ
も
、
竟
日　

就
ら
ず
。

寤
寐
の
間
、
忽
ち
恵
連
を
見
、
即
ち
『
池
塘　

春
草
生
ず
』
を
成
す
。

故
に
嘗
て
云
ふ
、『
此
の
語　

神
助
有
り
、
我
が
語
に
非
ざ
る
な
り
』

と
）」
と
あ
る
。

（
4
）
南
宋
・
釈
恵
洪
『
冷
斎
夜
話
』
巻
三
に
、「
舒
公
云
、『『
池
塘
生
春
草
、

園
柳
変
鳴
禽
』
之
句
、
謂
有
神
助
、
其
妙
意
不
可
以
言
伝
』。
而
古
今
文

士
多
従
而
称
之
、
謂
之
確
論
。
独
李
元
膺
曰
、『
予
反
覆
観
此
句
、
未

有
過
人
処
、
不
知
舒
公
何
従
見
其
妙
』。
蓋
古
今
佳
句
在
此
一
聯
之
上

者
尚
多
。
古
之
人
意
有
所
至
、
則
見
于
情
、
詩
句
蓋
其
寓
也
。
謝
公
平

生
喜
見
恵
連
、
夢
中
得
之
、
蓋
当
論
其
情
意
、
不
当
尼
其
句
也
（
舒
公

云
ふ
、「『
池
塘　

春
草
生
じ
、
園
柳　

鳴
禽
変
ず
』
の
句
、
神
助
有
り

と
謂
ふ
、
其
の
妙
意
言
を
以
て
伝
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
。
而
し
て
古
今
の
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文
士　

多
く
従
ひ
て
之
れ
を
称
し
、
之
れ
を
確
論
と
謂
ふ
。
独
り
李
元

膺
の
み
曰
く
、「
予　

反
覆
し
て
此
の
句
を
観
る
も
、
未
だ
人
に
過
ぐ

る
処
有
ら
ず
、
知
ら
ず　

舒
公　

何
に
従
り
て
か
其
の
妙
を
見
る
」
と
。

蓋
し　

古
今
の
佳
句　

此
の
一
聯
の
上
に
在
る
者
尚
ほ
多
し
。
古
へ
の

人　

意
に
至
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
情
を
見
は
す
、
詩
句
は
蓋
し
其
の
寓

な
り
。
謝
公　

平
生　

恵
連
を
見
る
を
喜
び
、
夢
中
に
之
れ
を
得
、
蓋

し
当
に
其
の
情
意
を
論
ず
べ
く
し
て
、
当
に
其
の
句
に
尼
む
べ
か
ら

ず
）」
と
あ
る
。

（
5
）
戴
鴻
森
箋
注
『
薑
斎
詩
話
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
）

巻
二
・
第
二
十
四
条
に
、「
不
能
作
景
語
、
又
何
能
作
情
語
邪
。
古
人

絶
唱
句
多
景
語
、
如
（
詩
句
省
略
）、
皆
是
也
。
而
情
寓
其
中
矣
。
以

写
景
之
心
理
言
情
、
則
心
身
中
独
喩
之
微
、
軽
安
拈
出
。
謝
太
傅
於

『
毛
詩
』
取
『
訏
謨
定
命
、
遠
猷
辰
告
』、
以
此
八
字
如
一
串
珠
、
将
大

臣
経
営
国
事
之
心
曲
、
写
出
次
第
。
故
与
『
昔
我
往
矣
、
楊
柳
依
依
。

今
我
来
思
、
雨
雪
霏
霏
』
同
一
達
情
之
妙
（
景
語
を
作
る
こ
と
能
は
ず

ん
ば
、
又
た
何
ぞ
能
く
情
語
を
作
ら
ん
や
。
古
人
絶
唱
の
句
は
景
語
多

し
、
…
…
の
如
き
は
、
皆
是
れ
な
り
。
而
し
て
情　

其
の
中
に
寓
す
。

写
景
の
心
理
を
以
て
情
を
言
へ
ば
、
則
ち
心
身
中
の
独
喩
の
微
、
軽
安

に
拈
出
す
。
謝
太
傅　
『
毛
詩
』
に
於
い
て
『
訏
い
に
謨
り
て
命
を
定
め
、

遠
く
猷
り
て
辰
に
告
ぐ
』
を
取
り
、
此
の
八
字
を
以
て
一
串
珠
の
如
く

し
、
大
臣
の
国
事
を
経
営
す
る
の
心
曲
を
将
て
、
次
第
を
写
し
出
だ
す
。

故
に
『
昔　

我
れ
往
く
、
楊
柳
依
依
た
り
。
今
我
れ
来
た
る
、
雪
雨
り

て
霏
霏
た
り
』〔
小
雅
・
采
薇
〕
と
達
情
の
妙
を
同
一
に
す
）」
と
あ
る
。

一
般
に
「
謝
太
傅
」
と
い
え
ば
、
晋
の
謝
安
を
指
す
が
、
同
書
巻
一
・

第
十
一
条
に
、「
知
『
池
塘
生
春
草
』、『
胡
蝶
飛
南
園
』
之
妙
、
則
知

『
楊
柳
依
依
』、『
零
雨
其
濛
』
之
聖
於
詩
（『
池
塘　

春
草
生
ず
』、『
胡

蝶　

南
園
に
飛
ぶ
』〔
張
協
・
雑
詩
十
首
其
八
〕
の
妙
を
知
れ
ば
、
則
ち

『
楊
柳
依
依
た
り
』、『
零
雨
其
れ
濛
た
り
』〔
豳
風
・
東
山
〕
の
詩
に
聖

た
る
を
知
ら
ん
）」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
謝
霊
運
の
こ
と
と
解
す
る
。

（
6
）
毛
伝
に
、「
采
薇
、
遣
戍
役
也
。
…
…
遣
戍
役
、
以
守
衛
中
国
、
故
歌

采
薇
、
以
遣
之
（
采
薇
、
戍
役
を
遣
る
な
り
。
…
…
戍
役
を
遣
は
し
、

以
て
中
国
を
守
衛
す
、
故
に
采
薇
を
歌
ひ
、
以
て
之
れ
を
遣
る
）」
と
あ

る
。
ま
た
、
第
六
章
（「
昔
我
往
矣
」
以
下
の
章
）
第
八
句
の
毛
伝
に
は
、

「
君
子
能
尽
人
之
情
、
故
人
忘
其
死
（
君
子　

能
く
人
の
情
を
尽
く
す
、

故
に
人　

其
の
死
を
忘
る
）」
と
、
こ
の
詩
の
効
用
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）
李
善
注
に
、「
馬
融
『
論
語
注
』
曰
、『
怍
、
慙
也
』」、「『
説
文
』
曰
、

『
痾
、
病
也
』」
と
あ
る
。『
文
選
』
で
は
、「
怍
」
字
は
当
該
詩
に
し
か

見
え
な
い
の
に
対
し
、「
慙
」
字
は
四
十
一
例
、「
愧
」
字
は
四
十
八
例

見
え
る
。
同
書
に
お
い
て
、「
痾
」
字
は
六
例
（
内
、
当
該
詩
を
含
め
三

例
が
謝
霊
運
の
詩
）、「
病
」
字
は
五
十
六
例
あ
る
。
な
お
、『
玉
台
新

詠
』
に
は
「
怍
」・「
痾
」
共
に
見
え
な
い
。

（
8
）
李
善
注
を
挙
げ
る
。「
初
景
」
以
下
二
句
、「『
楚
辞
』
曰
、『
款
秋
冬

之
緒
風
』。
王
逸
曰
、『
緒
、
餘
也
』。『
神
農
本
草
』
曰
、『
春
夏
為
陽
、

秋
冬
為
陰
』（『
楚
辞
』
に
曰
く
、『
秋
冬
の
緒
風
を
款
く
』
と
。
王
逸
曰

く
、『
緒
は
、
餘
な
り
』
と
。『
神
農
本
草
』
に
曰
く
、『
春
夏
を
陽
と
為

し
、
秋
冬
を
陰
と
為
す
』
と
）」。「
祁
祁
」
以
下
二
句
、「『
毛
詩
』
豳
風

曰
、『
春
日
遅
遅
、
采
蘩
祁
祁
』。『
楚
辞
』
曰
、『
王
孫
遊
兮
不
帰
、
春

草
生
兮
萋
萋
』（『
毛
詩
』
豳
風
に
曰
く
、『
春
日
遅
遅
た
り
、
蘩
を
采
る
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祁
祁
た
り
』
と
。『
楚
辞
』
に
曰
く
、『
王
孫
遊
び
て
帰
ら
ず
、
春
草
生

じ
て
萋
萋
た
り
』
と
）」。

（
9
）『
詩
経
』
小
雅
・
杕
杜
の
第
二
章
に
、「
有
杕
之
杜
、
其
葉
萋
萋
。
王

事
靡
盬
、
我
心
傷
悲
（
杕
た
る
杜
有
り
、
其
の
葉　

萋
萋
た
り
。
王
事

　

盬
き
こ
と
靡
し
、
我
が
心　

傷
悲
す
）」
と
あ
り
、
第
一
章
の
鄭
箋
に
、

「
婦
人
思
望
其
君
子
、
陽
月
之
時
、
已
憂
傷
矣
（
婦
人　

其
の
君
子
を

思
望
し
、
陽
月
の
時
、
已
だ
憂
傷
す
）」
と
あ
る
。「
杕
杜
」
の
葉
が
茂

る
の
は
暮
春
の
事
と
集
注
に
見
え
る
。

（
10
）「
春
日
遅
遅
、
采
蘩
祁
祁
。
女
心
傷
悲
、
殆
及
公
子
同
帰
（
女
心
傷
悲

す
、
殆
め
て
公
子
と
同
に
帰
せ
ん
）」。

（
11
）「
春
日
遅
遅
」
以
下
四
句
の
鄭
箋
に
、「
春
女
感
陽
気
而
思
男
、
…
…

是
其
物
化
所
以
悲
也
（
春
女　

陽
気
に
感
じ
て
男
を
思
ふ
、
…
…
是
れ

其
の
物
化
の
悲
し
き
所
以
な
り
）」
と
あ
る
。

（
12
）「
得
魚
忘
筌
」
は
、
目
的
を
達
成
し
た
ら
、
そ
の
道
具
の
こ
と
を
忘
れ

る
こ
と
。
手
段
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
己
の
欲
す
る
も
の
（
真

理
）
を
こ
そ
、
ひ
た
す
ら
に
追
究
す
る
こ
と
。
嵆
康
の
詩
で
は
、「
自

得
」
に
よ
っ
て
真
理
を
悟
っ
た
兄
の
こ
と
を
い
う
。『
荘
子
』
外
物
篇
に
、

「
筌
者
所
以
在
魚
、
得
魚
而
忘
筌
。
…
…
言
者
所
以
在
意
、
得
意
而
忘
言
。

吾
安
得
忘
言
之
人
而
与
之
言
哉
（
筌
は
魚
に
在
る
所
以
な
り
、
魚
を
得

て
筌
を
忘
る
。
…
…
言
は
意
に
在
る
所
以
な
り
、
意
を
得
て
言
を
忘
る
。

吾
れ
安
に
か
忘
言
の
人
を
得
て
之
れ
と
与
に
言
は
ん
や
）」
と
あ
る
。

「
郢
人
」
は
、
気
の
置
け
な
い
人
。
自
分
を
理
解
し
、
そ
の
能
力
を
引
き

出
し
て
く
れ
る
よ
う
な
人
。
嵆
康
の
詩
で
は
兄
の
こ
と
。『
荘
子
』
徐
無

鬼
篇
に
、「
荘
子
送
葬
、
過
恵
子
之
墓
、
顧
謂
従
者
曰
、『
郢
人
堊
慢
其

鼻
端
若
蠅
翼
。
使
匠
石
斲
之
。
…
…
尽
堊
而
鼻
不
傷
、
郢
人
立
不
失
容
。

宋
元
君
聞
之
、
召
匠
石
曰
、『
嘗
試
為
寡
人
為
之
』。
匠
石
曰
、『
臣
則

嘗
能
斲
之
。
雖
然
、
臣
之
質
死
久
矣
』。
自
夫
子
之
死
也
、
吾
无
以
為

質
矣
、
吾
无
与
言
之
矣
』（
荘
子　

送
葬
し
て
、
恵
子
の
墓
に
過
り
、

顧
っ
て
従
者
に
謂
ひ
て
曰
く
、『
郢
人　

其
の
鼻
端
を
堊
慢
し
て
蠅
翼

の
若
し
。
匠
石
を
し
て
之
れ
を
斲
ら
し
む
。
…
…
堊
を
尽
く
し
て
鼻
は

傷
つ
か
ず
、
郢
人　

立
ち
て
容
を
失
は
ず
。
宋
元
君　

之
れ
を
聞
き
、

匠
石
を
召
し
て
曰
く
、『
嘗
試
み
に
寡
人
の
為
に
之
れ
を
為
せ
』
と
。
匠

石
曰
く
、『
臣　

則
ち
嘗
て
能
く
之
れ
を
斲
る
。
然
り
と
雖
も
、
臣
の

質　

死
し
て
久
し
』
と
。
夫
子
の
死
し
て
自
り
、
吾
れ
以
て
質
と
為
す

も
の
无
し
、
吾
れ
与
に
之
れ
を
言
ふ
も
の
无
し
』
と
）」
と
あ
る
。

（
13
）
齋
藤
希
史
氏
は
、
隠
者
の
読
書
が
俗
世
か
ら
離
れ
た
境
地
へ
誘
う
手

だ
て
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
と
し
て
、「
帰
田
賦
」
に
も
言
及
し
て
い
る

（『
漢
文
ス
タ
イ
ル
』「
隠
者
の
読
書
、
あ
る
い
は
田
園
の
宇
宙
」
羽
鳥
書

店
、
二
〇
一
〇
。
十
頁
）。

（
14
）『
世
説
新
語
』
巧
芸
篇
に
、「
顧
長
康
画
人
、
或
数
年
不
点
目
精
。
人

問
其
故
、
顧
曰
、『
四
体
妍
蚩
、
本
無
関
於
妙
処
。
伝
神
写
照
、
正
在

阿
堵
中
』（
顧
長
康　

人
を
画
く
に
、
数
年
も
目
精
を
点
ぜ
ざ
る
或
り
。

人　

其
の
故
を
問
へ
ば
、
顧
曰
く
、『
四
体
の
妍
蚩
、
本
よ
り
妙
処
に

関
す
る
無
し
。
神
を
伝
へ
照
を
写
す
は
、
正
に
阿
堵
の
中
に
在
り
』）」

と
あ
る
。

 

（
宇
都
宮
大
学
非
常
勤
講
師
）




